
参加人数： 53人 回答者数 44人 回収率 83%

１．職種

① 医師 4

② 歯科医師 0

③ 薬剤師 3

➃ 看護師 6

⑤ 歯科衛生士 1

⑥ 介護支援専門員 9

⑦ 理学療法士 3

⑧ 作業療法士 1

⑨ 言語聴覚士 0

⑩ 介護福祉士 1

⑪ ソーシャルワーカ 8

⑫ 行政職 2

⑬ その他 6

計 44

２．年代

① 20代 0

② 30代 8

③ 40代 13

④ 50代 14

⑤ 60代以上 9

計 44

令和５年度第４回 研修会 アンケート集計結果
   日時：２０２４／２／２９（木）１９：００～２０：４５  

   講演： 身寄りの無い方の金銭管理と意思決定支援

   講師：大川市福祉事務所 石山裕子係⾧

   場所：大川市文化センター（小ホール）
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３．研修承知経緯

①所属師会より紹介 14

②行政機関の紹介 7

③知人より紹介 0

④職場より紹介 19

⑤その他 4

計 44

４．理解度

①深まった 30

②やや深まった 13

③どちらでもない 1
④あまり深まらなかった 0

⑤深まらなかった 0

計 44
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５．現場で取り組みや活かしたいこと（要約）
・ 本サービス、ＫＡＥＲＵカードについての声掛け

・ 地域の各事業の展開

・ 利用者の困りごとををしっかり聞く

・ 本制度の紹介（福祉事務所との関係やオレンジチームの活動とリンク）

・ 事業所内での周知

・ 自学努力

・ ＡＣＰ普及のために現在かかわりのある方へ話をする

・ 多職種との繋がり維持

・ エンディングノートの推進

・ 市の制度を知る切っ掛けをたくさん作りたい

・ あくまでも本人の意志を尊重

・ 病院側でできるサポートやサービスの導入検討

・ 「おひとりさま」の多職種との情報共有

・ 大川市の事業を参考にし、職場のマニュアルやガイドラインを策定

・ 事前の独居者の意思決定支援

・ 入院中からの取組

・ 人と人の繋がりの重要性を改めて感じた

・ 「見守り高齢者」とのコミュニケーションを密にする

・ 困りごと相談室、地域福祉係、保護係の活用

・ 精一杯サポートする（大川信金）

６．研修会において取り上げて欲しいテーマ（要約）

・ 具体的な連携内容報告

・ 意思決定サポーター養成講座

・ 親の介護で大変な事例

・ 子供の不登校

・ 高齢発達障害者支援

・ 介護タクシー等の通院手段が不足している事

・ 参加者名簿が欲しい


